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R6sum6

、Geology　o翌the　Drainage　B我sin　of　the

Nak＆no9窺w紐，E＆stem　Ashibets腿Part，

　　Soraehi　D豊str亙£t，Ishikari　PCoame亙d．’

by

　　　　　　　　　M．Mita＆T．：Kojima

　　　Almost　alongl　the　Penke－Poronai　river，

the　Penke　reverse　fault　run　in　the　directio血

of　NW，and　the　ar色a　is　divided　into　two

structural　units．The　northem　part，thoug強
tむrusted　up　to　the　sout飯，is　rat五er　g6nt玉y　s玉o－

P1ng，ShOWing　minOr　WaVlng　StrU、CtUre　Wi廊

axls　in　t血e　direction　of　E－W，and　is　occu－

ppied　by　the　wide　dlstribution　o｛the　Pen－

k曾fossilifelous　formation（the　lower　Corbi－

cula　formation），which　is　the　characteristic

member　of　the　Palaeogene一亙shikari　GrOup．

　　　The　writers　have　classi盒ed　the　formation

into　four　zones　from　the　lithblogical　and

P＆laeontological　point　of　view，and　thus　pre－

sume（1the　depth　of　tHe　underlying　forma－

tions　bene＆th　the　ground，or出eKuz簸rezawa

coa！bearing　formation　and　the　Sekitanzawa

coal　bearing　fofmation。，The　former　goπes－

ponαs　to　the　Bibai　coal　be3ring　fo1磁a亡ion

P
a

nd　the　latter　totheWakanappeand　Y肋ari
coal　bearing　formation，both　con重ain　several

workable　coal　seams　of　hi宮h　grade　quaiity

in　the　Bamosawa　are註．Coal　seams　Gf　the

former　are　presumed　to　be　at　a　depth　of

200～700munderthelocaldrainageleveland
also　those　of　th（ミ1atter　3re　at　a　depth　of

400～900m．

　　　　丁簸e　possib！e　reser▽es　of　these　under1量ng

coal　scams　are蓄qughIy　estimated　as　foI互ows：

　　　　Possible　reserves　of　the　Kuz貢rezawa　coa1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45000000t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ　　　　ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　癒e　Sek萱tanzawa　co＆1
　　　　　　”　　　　　　　　　　　”　　　　　　　”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30，000，000t

　　　　In　the　southern　part　of　the’area，t牡ere

exists　the　Upper　Am組onite　formation，sむow一

＊燃料部副部長　　＊＊燃科部

ingaweロ倉eshapeddistributi・n玉nthedir6c－

tion　o歪N・S．According　to　our　presumption，

there　must　exist　the　NNE　directiona1重hrust

along　the　e段stem　margin．　The　Poronai　for－

mation　in　the　downside　of　the　thrust　shows

a　Very　di＄tOrted　and　WeStWard　inVerted　Syか

clinal　structure，while　in　the　eastem　si（ie　of

t趾e　MesozQic　an　altemation　of　s＆nd　stone：l

and　shale　shows　sqme　wi（ie　distributions．
an（f　nloreo∀er　this　alternation　is　elongate（玉

1wi重h　zonal　arrangement5in　the　fault　zoneプ

whic五separate　t血ePa玉a60genefrom　the　Mio』

cene－Nakanosawa　mhdstone　fofmation　along

the　eastem　margin　of　the　area．　They　con－

tai血some　coal　seams　ln　variable　horizons；

t血oug瓦1ess　exploitable，and　they　have　been

pres双med　by　us，which　may　be　cQrrelated

to　the　poronai－Kawabata　group．

　　　　丁益e串tratigraphical　relation　between　t1玉e

Ish置萱kari　and　Poronai　and　Kawabata　groups，

and　also　between　these　Tertiary　and　the
b＆sement　are．still　unsettled　problems　at　pre・

sent，and　moreover　the　existense　bf　seΦ6n－

tin豊zed　diabasic　rock　of　two　different　ages　is

alsoねteresting　in　the　field　geology，the　one

is　recognized　as　injected　into　the　Kawabata

group　and　t血e　other　is　covered　by　the　Na－

kanosawa拠udstone　formatio血（the　member
of　t盤e　Kawabata　group）．The　writ6rs　believe

t血at　the　eastern　　extent　of　the　Ishikari　coal

bearing　bas豊n　will　be　comp1etely　settled　by

glving　full　answers’to　the台e　problems　on

our　future　investigations．

、要　　旨

　1．調査地域は辺漢川に沿う北西性の構造線により南

・北に大別され，南部に吏に区域の略々中央で南北性の

構造線（？）により二分される・北牛部は石狩統の地厨が

概ね159以丙で南傾し，主要爽淡厨は磐の沢地域管に発

達する「崩れ沢」，「石淡沢」の両來炭暦であるが，本地域

では殆んど辺漢含化石層に被われ露出しない。南孚部ぽ

芦別來炭暦，幌内一川端統の地層及び白垂紀層が発達し
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石狩炭田塞知地区東芦別区中の沢洗域調葺　（三田正一。小島光夫）

ているが，構造が複雑で暦序の確幸は困難である。又東

縁部ぽ幌内一川端統（？）の各地層が構造線に俘ρて南北

に亘り細長い分布を示しているQ

　2．本地域の稼行可能炭暦としては，北牛部で「崩れ

沢爽炭暦」の炭暦が地並以下200・》700m位に賦存し，

「石淡沢爽炭暦』中のものは更にその200m下位に伏在

するものと推定されるげ明治鉱業鉱区丙（辺漢地区）に於

阜て上記炭暦は「崩れ沢』のものが地並より約600《・700

m　l石炭沢」のものは1，000m以丙の深度であろう。、

辺漢含化石暦中には現在の所可採炭暦は認められない。

　明治鉱業で稼行中の炭暦は芦別來炭暦の上部のものと

考えるが，一般に変化が甚しくその上・断暦で寸断され

ているので他地区との対比は頗る困難である。

　3．炭量としては上記「崩れ沢」のものが約4，500万

t．r石炭沢ゴが約3，000万tで，明治鉱業鉱区丙だけでP

は前者が約1，000万t，後者は約560万tと概算される

が，何れも理論予想淡量に属す為。なお芦別を淡暦中の，

炭暦については明治鉱業では，同鉱区内で．120万t可探

　　　　　　ヤ炭量として計上している。

　4．今回の調査に於てはなお石狩一幌丙統の関係及び

これ等と基盤（白璽紀暦）との関係，並びに川端統との関

係等の諸問題特に本地域東縁部に於ける堆積・構造上未

だ解釈のボ備な点も多く，又上記辺漢地区の炭量も目下

予想の域を出ない。今後これ等を確める爲の試錐，広範

な調査，特に層序学的研究に侯つ所が大きい。而して辺

漢地区の予想炭量が確認された曉には本地球及び西方隣

接地区を含め所謂「i辺漢一班漢』地域として，我が國に

鹿された粘結性高品位渥青炭の最大供給地の一つとして

注目される檬になる可能性が充分に在る。

　　　　　　　1．緒　言
　本所としては昭和22年炭田調査会以来芦別地方の資

源的重要性を再詔識し，爾来継続的に該地方の地質的全

貌を把握し檬と努力して来たが1昭和23年本地方概査

に於て美唄爽炭暦以下の地層を被う下部蜆介層に該当す

る地暦が油谷地区の南方に広く分布している事が略々予

察されたので，昭和24年度は該暦の層序的分類を施し，

構邉を究め，主要蝦暦の深度を明かにして，将来大規模

開発の基礎資料たらしめ様とした。偶々調査地域の一部

が明溌隼業株式会肚の未稼行区裁に当り同杜地質課によ

つて調査中の所で・該肚の求めに懸じ1カ月聞受託調査

として技術的協力を行つた。本調査で種々の都合で充分

り調査時間を持たなかつたが，辺漢川颯南の区域は，現在

明鉱の稼行区域で同肚の資料提供を受け一感の調査結論

を出したがなお不明な2・3の地質的問題が残つている5

　期聞　昭和24年8～10月（丙1カ月は明鉱受託調査》

　調査班　班長　三田正・，小島光夫

　地形測量　橋本與太郎，大竹重吉，宇野沢昭

　なお調査に際して終始種々の便宜を與えられた明治錠

業上芦別鉱業所長徳永純入氏始め関係課，係の方々，特

に資料の提供，調査の案内等の労を探られた同杜北海道

支肚地質課長柴田勇疑他課員の方々には，記してこ』に

感謝する亥第である。

　且　位置及び交通、第1図　（昭22年度～昭25

　　　　　年度調査区域を含む）参照

　調査地域は塞知郡芦別町に属し石狩炭田の最東端に位

し，空知川東支洗辺漢川洗域の東西約3km，南北約4

kmの範囲である。塞知川は本地域の西縁を南東より北

西流し，その西側を根室本線が並行して走ρている。本

地域へは室知川の渡河を要し，上芦別駅から萌鉱事業地

間に2橋（内1は蓮搬用鉄橋）芦別駅から油谷炭鉱へ通ず

る道路に1橋（共に木橋）と最近三菱上芦別事業地より

辺漢鉱聞に引込線が開通し，東地域の連絡蓮搬は急速に

便利になりつ』あるがなお辺漢川流域と室知川河岸との．

間は上記の他若干の歩道を通ずるのみである（ゼラツグ，

薫蔦！
　　轡
　　　　　鵬回F《
4擁　　　

・瓜

　　　　　　　　〆
　飽

註：な灘本年く昭25年）筆者等雄本駈浬田技官と共に本地域南接壌

　地域（野花南地塵）の調査をなす機含を得牝oその詳細は叛の機會

　に謬るとしたが，本丈に關する限り一，新資料により修正を加え痙。

　　　．ハゼx翻

第1圖　位一置圖（1：800，000）

一路は明鉱で同事業地内に施設したが不備のま≦放置され．

ている）Q　　　　’

　　　　　　　3．地　　形
　本地域の地形は概ね地質構造に，：支配され，辺漢川以北．

は砂岩を主とする辺漢含化石暦が北東性の軸を持つ摺曲

を示しg　x・南へ緩傾斜しているので北東方向の300m、

前後の山陵が発達し，北に急，南に緩斜面の所謂「ケスタ」

をなすものが多い。これに反ト辺漢川以南及び東縁部は

火成岩の分布と，複雑な地質構邉とによつ七一般に不整

な細地形をなし，開析の集んだ老年期の地形と云えよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　o卜
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石狩炭田室知地区東芦別区中め沢流域調査　（三田正一，小島光夫）
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　　　　　4．地質概読　第213図　参照

　本地域の南部は石狩炭田の基盤である白璽紀暦が南北

1に細長く露出し，これと断暦関係を以て芦別來炭層及び

幌内統が極めて不規則にこれを囲饒して分布するσ北部

はこれに反し辺漢含化石暦が北東性の波状摺曲を示しな

がら南傾し，磐の沢上流部を中心とした大きなドPム構

造の南延長部で複背斜の頂部をなしている。

　東縁部は幌内一川端統の各地暦が数條の帯状に分布

し，南北の構造帯をなしている檬であるQこの川端統の

函

闇

齪

鼠

凝［

團

め

醸

地暦中には諸処に外観殆んど酷似した蛇

紋岩様岩石の露出が認められるが，その

直接の関係は不萌の場合が多く産状も垂

くは確認し難いが，辺漢川洗域（南岸）の

ものは明らかに川端統の黒色泥岩（中の

沢泥岩暦）に不整合に被われている。又

中の沢上洗部及び油谷地域鏡沢流域に於・

ては川端統或は同統基底部（？）と思われ

　　　　　　　　　　　　　　びる地暦に湛入しているのが観察された。

これ等に就いては現在資料を取纒中であ

るので次の機会に詳述する予定であるる

　　5．地質構造　第4図　参照

　本地域は構造上から次の4地区に別ら

れる。

　1．A地区　は凱述の如く油谷炭鉱附

近を中心とする略々水平な大ドーム構造

地塊で，その南牛部は北東方向の軸を持

つゆるい波歌摺曲をし乍ら，全体として

15。位南に傾斜する。辺漢，哨ヒ側で比較

的顯著な東西性の1向翻構造をなし恰も

めくれた感を皇する。本地区は明らかに，

B・C地区に対し衝上し，南東方向にも

相当の横ずれが考えられる。

　一2。　B地区　は芦別町を中心とした塞

知川に並行な大向斜構造の東翼の一部に

当り，石狩炭田堆積後の地殻蓮動に起因

した被圧砕地塊と考えられる。印ち，A・

C地区との接触部には複雑な逆断層，同

斜摺曲等が発達し特に北西粟び北東性の

断暦極めて多く，現明治鉱業稼行区域の

如き覆瓦構造とも見られる擾乱帯をな

し，概して寄木細工状の小地塊に別れて

いるQ
　3．C地区は西縁部に石狩炭田の基盤

をなす中生代厨の一員が北に沈んだ南北

の細長い地爵をなすQこれを超えて東側

に分布する泥岩を主とする一連の含炭，

泥岩1砂岩の互暦は石狩統最上部暦か或は幌内統最下部

一川端統と考えられるが，目下の所前者と確認する積極

的な理由は見当らない。特に辺漢川一塞知川間天狗課流

域に露出する泥岩暦は岩相，塵出化石等より夕張地方の1

幌内暦庭類似している。本地区は東に傾く東西性の1向

斜，1背烈をなすが，’全体としては東傾斜の箪烈構造と

考：えて：よい。

　4．D地区　は上記C地区の上位層邸ち川端統と考え

られる。泥岩暦（中の沢泥岩暦に当る）が，C地区の砂岩，

51一（403）
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地暦名／矯鶴・
纏離河岸段角

岩 質

．
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粘土・砂・礫

滝’川　暦

中の沢泥岩層
F

泥岩・砂岩互．層

幌丙泥岩
下部含炭砂岩層

芦

別

爽

炭

暦

辺
漢
含
化
石

暦

上部砂岩層

』h部來炭層

中部砂岩暦

下部・來炭暦
F～

上部來淡帯

中部無炭帯

カキ・蜆介帯

下部無淡帯

崩れ沢爽炭暦

磐の沢泥岩暦
F一

石炭沢來炭暦

F一

鏡沢爽炭暦

鏡沢泥岩暦
砂岩・礫岩互暦

函淵砂岩暦

上部蘭石層
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一般に1緑色を幣び，砂，細礫暦を主とす

黒色造産性泥岩を主友中～微粒砂岩写暦（蛇紋岩檬
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岩とは整合に重つて発達してたものであるが現在そ

の聞は背斜軸に副ろ南北性め断暦姪接していると思

われる。本暦中には既述の如く蛇紋岩様岩類の露出

が認められ，該岩類は辺漢川南岸附近に墜礁をなし

ている檬である。この事は本地方の堆積還境を考察

一
す る上に重要な要因となるものと，思料される。而し

てA，D地区を境する構造線は辺漢川中流附近で

rB，C地区を劃す構邉線と一致するだろうとの公等

が大きく，又A，B両地塊を分つ芦別逆断暦も同流

域附近でこれと合一する可能性が考えられる。最後　「

にこれ等B，C－A，D聞の構造線の意義奪石狩炭田

の拡がりと結びつけるのは，今後更に本地方周縁特

に東方地域（中央背梁山脈との問）の調査並びに試錐

結果を侯つて到定さるべきものと、思考する。

　　　　　　6．地質各論
　1．層序その他　（附表参照）

　2．爽炭層

　』a．A地区は前述の如く磐の沢地域に於ける主要

’稼行炭暦を含む地暦の・南方深ケ先に相当するので，

本地区の炭暦の斌態を推察するには磐の沢区域に発

達するものから敷衛するのが妥当と思う◎從つて本

文に於いては先ずr崩れ沢』以下の賦存状態，深度

等を明かにし度い（炭厨に就いては筆者等の苦磐の

沢流域速報を参照され度い）。

　’辺漢含化石暦ゐ分布及び走向・傾斜等より「崩れ
’
沢
爽
炭
層
』 の上端面の地下等深線を推定すれぼ，第

5図の如く．画かれる。本図より該爽炭軽の厚さを

175mとすれば優良淡層の悉くは，中の沢洗域で海

ミ

’憶
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水準下卒均420m以内に伏在する事にな1る。叉南東隅

の向斜構造の底部で億最深位は一370～一780m迄変化

する。調査地内の奉均地並を標高150mと探れば，．中

の沢流域では地並以下570砥明鉱鉱区内で920mが最

深位となる。なおその下位約100mを隔てて「石炭沢來

炭暦」に到達し，更に150n1の深度内に該厨に属する

主要炭暦群（油谷淡鉱稼行暦）が伏在する事になる。從つ

て本地区中の沢流域では地並より820m以内にr石炭

沢」の主要炭暦群を包含し，明鉱地区では最深位一」1，170

mに達するものと推算きれる。実に辺漢含化石層の爽炭

帯について述べる。辺漢含化石暦は岩相，化石等より附。

表り如くに分帯され，爽炭帯はその最上位に属する。こ

れ等の分帯は芦別全域を通じ，概ね可能で特に最上位に

爽炭部分の存在する事は普遍的である。本來淡帯は中の

沢一辺漢川聞の山陵をなし，略々東西性の軸を特つ複向

斜構造を示していると思われる。

＊三田正一・小母光夫；『前出，地質調査所所報，1巻2號

第4圖　地質構造略圖

　中の沢南岸にある旧坑は本爽炭帯の下部に遊く在る炭

層の可採炭丈部分を稼行した跡と思われ，同旧坑跡附近　、

で層厚1．5mの炭層を認めたが，縞状炭で良好の炭質

とは見えない（目下分析中）。叉賦存状態も明らかでない

が芦別逆断暦の構造線に近接してる爲に，相当の擾乱は

まぬがれないであろう。この他には可採炭暦は認められ

ない。

』
b
．
B
地 区は石狩統の最上部暦である芦別爽炭暦と幌

内泥岩暦が主として発達している。芦別爽淡層は昭23

年度本地方を概査した際，全体として優陸性澹岸堆積相

を示し，高根川洗域（本地域西方約7km）で20数層の’

炭暦を挾み，約500mの層厚を算し附表の檬に細分さ

れたo

　本地区では既述の如く，複雑な地質構造に対し調査も

充分でなかつたので，上記分類を悉く確認出来なかつた、

が，塞知川流域（東岸）で主菱の稼行しているのは上部來

炭暦に属し，これ等は漸亥辺漢方面に行くと貧弱化する
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様である。又塞知川一辺漢川間の山頂附近の砂岩中に2，

3の炭暦が挾まれ旧坑も見られるがこれは上部砂岩暦の

ものであろうQこの他辺漢川下流附近の地層中㌍は若干

炭暦は介在するが可操炭暦は認められないQ本暦は岩相，

蜆介暦に，酷似し或は上部蜆介暦の一部かも知れないが，・

暦序的に芦別・下部爽淡暦と考えても差支えないと思うQ

　明治鉱業で現在稼行中の炭暦は4・》5暦あるが極めて

変化に富み断暦に寸断されて対比は困難であるが恐らく

塞知川西岸の三菱のも璽と同暦群であろう◎次に白璽紀

暦の西側に若干の良好な炭暦を挾む海緑石を含む砂岩，

・泥岩り互暦がある◎從来本層は芦別同斜向斜構造の東翼

に当り，塞知川（野花南湖）北岸の露出に於いて’30｛・50

¢mの含海緑石礫質泥岩を基底に幌丙暦に被われる芦別

爽炭層と考えられたものであるが，我々の観察によれば，

所謂海緑石粒は該基底礫岩の上下地厨中にそれぞれ16

mに亘つて見出され，礫岩下の不李坦面も不整合を示す

もりでなく，該不雫坦面の上下にも岩質上の牽化もない

様に認められた。’印ち該礫岩の暦位上の下位約5mに全

　くこれと同様な含海緑石礫質泥岩の不規則なレンズが挾

まれ，・更に5m下位にも40cmの同様礫層を挾む事実

等から，筆者等は本層をその西側め所謂幌丙泥岩暦と漸

移関係に在るものと考え一懸石狩統から切離し幌内統り

最下部として取扱つた（下部含炭砂岩暦と仮称）◎なお本

年（昭25年）本暦の南延長である金剛区域を踏査した際

にも，両者の関係ほ上記の考えも否定する事実は見当ら

ず，むしろ整合に重なつた一連の地層の檬に観察された。

　本暦中の炭層は外観「芦別爽炭層」のものに酷似し良

好（膨粘の由）なものの様であるが，筆者等の観察では

30cm以丙の1「レソズ」状のものであつた・明鐸1の資

料によると2m程度の・炭厨を2枚挾有し，塞知川湖畔・
魅

で適去に於いて相当探掘された由看あるが膨縮の甚しい

　ものの様であるo

　c．C・D地区については本年（昭25）再調査をしたの

で詳細の報告は稿を改めて行い度いが，前述の下部含炭

砂岩層と考えられるものが辺漢川流域とA・D地区聞に

　も分布して居る様であるので，以下若干これ等について

記す。

　C地区に於いて辺漢川に滑い露出する本暦は泥岩，砂唱

岩及び礫岩等から成り，淡暦，泥友岩の「レンズ」を挨

宥し，海緑石様物質を含む。本暦は辺漢川に沿う断暦で

上隈を切られ，下限も芦別逆断暦で欠如しているが，辺

漢川滑岸の2・3の地点で本暦の上に幌内泥岩に酷似した’

哩地暦が整合に重なつて分布している。

　本年（昭25）同地区広瀬沢に施行した菅試錐は幌内泥

岩暦中より掘進し，120《ゾ130m附近で上記辺漢川に澹

　う上限を載る断層に逢着したものの様であり，以後該下

部含淡砂岩暦帯を掘進中と考えられる（篠度350mの・

予定，昭25年12月275m）o

　叉白璽層地曼の東側，塞知川北岸に露出する地暦も本r

暦に該当すると考えられ，露出頗る不良であるが，その

・分布状態から推察し，西側の白垂地膚にうすく不整含に

　　ぜのつていると思われる。目下本層中の介化石についても
研究中で，これ等の詳細及び試錐結果等妹何れ本報告上、

梓の際に譲り度いと思5。

　e．A・D地区問は数條の南北の断暦により1既述の下丁

部含炭砂岩暦～川端統までの各種地暦が交錯分布してい

る。中の沢泥岩暦（川端統）と幌丙泥岩層の漸移的中聞暦・

の存在がC地区に認あられこれを「砂岩・泥岩互暦」と

仮称すれば，該互層に相当するものは油谷地匿の北東側

まで，南北に細長く（約5kmに亘る）発達し中の沢以．

北に於いて所により可採炭暦2タ3暦爽んでいるρ叉オ

チヌンベ沢（調査地の東南約2km）でも本層に考えら

れる互暦が見られ，同処では白垂紀暦を不整合に被つで

いる檬であり，淡暦の存在も知られている。本地区で

は更に上記互暦の西側は幌丙暦，更にその西に下部含炭

砂岩暦がそれぞれ略々直立して賦存，A地区に接して

いる・これ等め中幌丙居を除いては共に炭厨を挾有する

が炭質及び構造上その賦存駄況は不安定で不規則なもの

で，稼行の対象には考えられない◎なおこれ等諸暦の下

位に石狩統の分布範囲が及んでるとしても，複難な構造・

を考慮すれば，伏在淡層が稼行対象となり得る事は極め

て困難な事であろう。

　　　　　　　7．炭1．量
　A地区で計算され得るものは，「崩れ沢來炭厨」以下

のものである。

來炭暦名

崩れ沢

爽炭暦名

石炭沢

炭暦淡
丈合計

9．00m㌧

炭暦炭
，丈合計

8．00m

錦斎猶mr鯉m
　　　－400ml－800皿
68・万ti・・34・万tl2・5・・万tl

地並～
一600m

1．560万t

r600m～
一1，200m

1，620万t

合計

4，520万t一『

合計
3，180万t”

明治鉱業鉱区内では下表の如し。

17・7・・万t『

　　　　　1－400m－600m爽炭層名炭層炭i　～　　　～
　　　丈合計1－600m－800m
崩れ沢’9．・・ml32・万t

石炭沢1，8・・酬ノ

75σ万t

／

一600m

　が
一1，200m

／、

460万t

合計

1，070万t’

460万七

1・・53・万t

註：地並は中の沢一辺漢川各沢の平均標

　・高＋150mを・とる
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　以上は地表調査より予想される概略の理論炭量雁ある

．．，が1数量的には今後行う細密な計算値と大差ないと思

　う。一この他辺漢含化石暦中の炭暦は露出悪く，賦存状態

　も現在の所不明で計算を行う事が出来ない。

　B地区では芦別爽淡層のものが考えられるが，今回の

調査の主要対象でないので，計算を行わないが・明鉱地

質課の資料によると家項の如く，確定ゲ推定を合せて

ユ20万tである0

　　8．縁行朕況　（炭砿技術誌，4巻1号参照）

　本区域の稼行炭鉱としては，現在B地区卑西部否明治

鉱業上芦別鉱業所が芦別卒炭暦の炭冒を操掘、している◎

　目下出炭の大部分は地並以上の採掘によつているが，同

肚では更に辺漢地区の地表調査，探炭坑道及び試錐等を

実施し，将来の開発を目指している。

　1．上芦別鉱は昭和11年開坑，同14年3月東芦別炭

・鉱株式会枇設立，同15年頃が全盛であつたが，その後

、衰微していたのを同19年11月明鉱がこれを買牧，以来

本鉱の復興発展に努力中である。

　稼行炭暦・は塞知川北岸標高316mの幌丙暦により構

成される丘陵の北西山腹部に露出し，東に20。’》40。の

傾斜で幌内暦の下に潜入する傾向を持つが，幾多の小規

模断層により遮断反覆している。可採淡暦として4～5

層予定されるが膨縮甚だしく，賦存状況は極めて不規則

　で，一種の芋づる状分布を示し，暦厚も一定でない。

　2．現在塞知川岸より北側に向つて，水平及び斜坑が

瀾かれているが，出淡の大部分は水季坑道によつてい

．る。目下坑口より約1kmにある，4番暦区域を探炭中

で，採淡方式としては現存の炭暦状態より計画的採炭を

行つていると云うより，むしろ掘進操炭で処々より柱房

式を兼用している。その他露頭附近の炭暦を｝部露天掘

をしている。蓮搬は塞知川を越え，選炭場（上芦別駅南

隣）まで電車が蓮行している。

　3．炭量，炭質及び出炭表は下表の通りである。

　（明鉱上芦別鉱資料による）

　　　　　　9．結　論
　本地域は石狩淡田の北東周縁部に．相当するが，炭質優

秀な高度歴青尿が床範囲に亘り馳域北牛を含夢班漢蝿

丙川間）而も比較的地下浅く潜在する事が推定されるに

至つた。明治鉱業の未稼行区域である辺漢地区は現稼行

炭層り連続部ではなく・辺漢含化石暦によつて占められ，

その覆蔽下に　「崩れ沢」（美唄爽麦暦）及び「石炭沢」

（若鍋夕張爽炭暦）両來淡暦が，地並以下1，170m以内

．に伏在する区域である。然しこれ等の伏在炭層’は現在な

お地質学的推定の範囲のものであるから・更にこれ等を

早急に試錐により確認する事が目下の急務であると考え

るQ叉現稼行区域は極め｛複雑な擾乱地帯で，筆者等の調

査では不充分であり，特に坑内の調査資料が不足なので

確言出来ないけれど，幌内泥岩暦直下にある2～3の淡

暦は筆者等が一懸幌内層最下部とした海緑石を含む下部、

含炭砂岩暦として取扱つたものに属するかも知れない・

本屠の暦序学的所属に対する決定は，石狩統堆積盆地の

拡がりを解決する有力な手掛りとな為であろう。広瀬沢
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第5圖　崩れ澤來炭雇最上位の地下等深線圖（美唄來炭暦）

の試錐はこの目的を果すものと期待される◎　　　・

　　　　　　10．意　見
1．辺漢区域の計算淡量は地表調査の結果より予想し

たものであるから，企業償値の最終到定に際しては是非

共試錐を施す必要がある。特に辺漢川北岸清水沢附近で

600～800mの試錐を施し「崩れ沢爽衰層」を確めるが，

少く。も辺漢含化石暦中のrカキ・蜆介帯」を把握する事が

肝要であり，後者の爲には300m程度の深度で確認出

来ると思う。

2．現明治鉱業稼行区域は地並以上の採炭が主で，今

後は更に深部の掘進に重点を置く様に窟るから，特に幌

内暦下の探淡に努力すべきであろう。

3・本地域開発に朱立つてなお是非栗留意すべぎ点

は，既述の下部含炭砂岩層の精査，、A－D地区間の構造帯

の解決，並びに本地域とその東方紳居山脈聞の広範囲の

調査等が特に必要で，これ等の結果に侯つて始めて，本

地域の地質的実態が把握し得るものと信ずる。

・56門（408）




